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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

中間連結会計期間
第57期

中間連結会計期間
第56期

会計期間
自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2024年４月１日
至2024年９月30日

自2023年４月１日
至2024年３月31日

売上高 （千円） 23,364,195 25,071,048 51,842,358

経常利益 （千円） 1,567,238 1,909,147 2,726,059

親会社株主に帰属する中間（当期）

純利益
（千円） 1,030,558 1,221,718 1,895,963

中間包括利益又は包括利益 （千円） 1,219,610 1,351,282 2,389,051

純資産額 （千円） 21,366,507 23,461,420 22,633,568

総資産額 （千円） 41,138,278 45,169,637 46,239,329

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 96.92 116.72 179.71

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益
（円） (－) (－) (－)

自己資本比率 （％） 51.9 51.9 48.9

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △4,226,966 3,182,021 △4,740,550

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △520,470 △213,883 △1,089,955

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,854,893 △1,254,062 2,899,598

現金及び現金同等物の中間期末（期

末）残高
（千円） 3,321,260 5,067,164 3,290,904

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動は次のとおりであります。

（設備工事事業）

　当中間連結会計期間において田工実業（上海）有限公司は清算結了により連結の範囲から除外しております。

　この結果、2024年９月30日現在では、当社グループは、当社、子会社４社により構成されることとなりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する状況下で、各種政策の効果もあり、景気は

緩やかな回復傾向が続きました。一方、地政学リスクによる経済への影響、物価上昇など、先行きは不透明な状況が

続いております。

　設備工事業界においては、公共投資は堅調に推移し、民間設備投資は持ち直しの動きがみられましたが、物価上昇

や海外景気の動向により先行きが不透明な状況等があり、受注・価格競争は厳しい状況で推移しております。

　このような状況下で、当社グループはお客様のニーズに合った設備の提案を積極的に行い、受注の確保・拡大に努

めてまいりました。

　この結果、当中間連結会計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

ａ.財政状態

　当中間連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,069百万円減少し、45,169百万円となりまし

た。

　当中間連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,897百万円減少し、21,708百万円となりまし

た。

　当中間連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ827百万円増加し、23,461百万円となりまし

た。

ｂ.経営成績

　受注高は、当社グループの主要顧客である化学業界において次世代技術向けの電子材（新素材）生産プラント

建設工事、半導体関連のプラント設備工事、設備増強工事、定期修繕工事等を中心とした受注があり、当社グ

ループ全体では前年同期を上回り、29,326百万円（前年同期比2.4%増）となりました。売上高は、前期繰越工事

をはじめとした工事の進捗は概ね順調に推移し、25,071百万円（同7.3％増）と前年同期を上回る結果となりまし

た。

　利益面につきましては、売上高の増加に加えて、施工効率の改善、原価管理の徹底等を継続している効果もあ

り、前年同期に見られたような大型案件の低収益化は減少し、営業利益1,878百万円（同22.0％増）、経常利益

1,909百万円（同21.8％増）、親会社株主に帰属する中間純利益1,221百万円（同18.5％増）とそれぞれ前年同期

を上回りました。

 

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

（設備工事事業）

　民間プラント・機械装置を主体としております産業プラント設備工事は、電子材（新素材）生産プラント建設工

事、既存設備の統合化工事、半導体関連の設備工事などを中心とした受注がありましたが、大型工事の受注があった

前年同期からの反動などもあり、受注高は前年同期を下回りました。売上高は、工事が順調に進捗したことなどから

前年同期を上回りました。

　民間プラント保全工事を主体としております設備保全工事は、工場設備の能力増強工事、定期修繕工事を中心とし

た受注が堅調でありましたが、受注高は前年同期を下回りました。売上高は、工事の進捗が順調に進んだこともあり

前年同期を若干上回りました。

　電気計装工事は、産業プラント設備工事部門とのジョイントによる、電子材（新素材）生産プラント建設工事、既

存設備の統合化工事、半導体設備関連の設備工事、公共インフラ関連工事を中心とした受注があり、受注高・売上高

ともに前年同期を上回りました。

　メカトロニクスは、充填ライン、各種自動化機器の受注などがあり、受注高は前年同期を大幅に上回りました。売

上高は下期以降に進捗が予定されている案件も多く前年同期を下回りました。

　送電工事は、電力会社の設備保守等の受注が堅調であり、受注高・売上高ともに前年同期を上回りました。

　管工事は、官公庁、民間からの受注がありましたが、受注高・売上高ともに前年同期を下回りました。
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　この結果、設備工事事業全体では受注高28,624百万円（前年同期比2.5％増）、売上高24,342百万円（同7.2％

増）、セグメント利益2,537百万円（同20.1％増）となりました。

（表面処理事業）

　タイ国で事業展開しております表面処理事業は、ＨＤＤ向け表面処理は横ばいの状況であり、自動車部品の表面処

理は全般的には不調ながら、ＥＶ向け部品は堅調であり、受注高650百万円（同8.9％増）、売上高650百万円（同

8.9％増）と前年同期を上回りましたが、原材料や燃料価格の上昇等により、セグメント損失24百万円（前年同期は

30百万円の損失）となりました。

（その他）

　鋳造用工業炉は、受注高51百万円（前年同期比43.1％減）、売上高77百万円（同58.3％増）、セグメント損失63百

万円（前年同期は5百万円の損失）となりました。

 

(2)財政状態及び経営成績の分析

①財政状態の分析

（総資産）

　当中間連結会計期間末の総資産は45,169百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,069百万円減少しました。

（流動資産）

　当中間連結会計期間末における流動資産の残高は34,876百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,038百万円減

少しました。主に受取手形・完成工事未収入金等の減少によるものであります

（固定資産）

　当中間連結会計期間末における固定資産の残高は10,293百万円となり、前連結会計年度末に比べ31百万円減少

しました。

（流動負債）

　当中間連結会計期間末における流動負債の残高は19,694百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,510百万円減

少しました。主に支払手形・工事未払金等、短期借入金の減少によるものであります。

（固定負債）

　当中間連結会計期間末における固定負債の残高は2,013百万円となり、前連結会計年度末に比べ612百万円増加

しました。主に長期借入金の増加によるものであります。

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産の残高は23,461百万円となり、前連結会計年度末に比べ827百万円増加し

ました。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の48.9％から51.9％となりました。

 

②経営成績の分析

（売上高）

　当中間連結会計期間の売上高は25,071百万円（前年同期比7.3％増）となりました。

（売上総利益）

　当中間連結会計期間の売上総利益は4,214百万円（同10.7％増）となりました。

　売上総利益率は16.8％（前年同期は16.3％）となりました。

（販売費及び一般管理費）

　当中間連結会計期間の販売費及び一般管理費は2,336百万円（前年同期比3.0％増）となりました。主な費用は

従業員給料手当及び賞与引当金繰入額等であります。

（営業外損益）

　当中間連結会計期間の営業外損益（純額）は30百万円の収益（同12.1％増）となりました。

（経常利益）

　当中間連結会計期間の経常利益は1,909百万円（同21.8％増）となりました。

（親会社株主に帰属する中間純利益）

　当中間連結会計期間の親会社株主に帰属する中間純利益は1,221百万円（同18.5％増）となりました。

　１株当たり中間純利益は116円72銭となりました。（前年同期の１株当たり中間純利益は96円92銭）
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(3)キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、売上債権の減少等があり、当中間連結会計期間中に1,776百

万円増加し、当中間連結会計期間末には5,067百万円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純利益が1,848百万円となり、仕入債務の減少があっ

た一方で、売上債権の減少、未成工事受入金の増加が大きく、営業活動によるキャッシュ・フローは3,182百万円

の収入（前年同期は4,226百万円の支出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により213百万円の支出（前年同期は

520百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入があった一方で、短期借入金の減少があり、

1,254百万円の支出（前年同期は1,854百万円の収入）となりました。

 

(4)経営方針・経営戦略等

　当社グループは、「お客様・従業員・株主・業務関係者そして社会の、みんなに喜ばれる親切で的確な仕事をしよ

う」を社是に掲げ、技術力によるお客様の「ものづくり」への貢献を通じ、社会の発展に貢献することを経営理念と

して事業を展開しております。

　当社は、2030年３月期を最終事業年度とする新たな中期経営計画「TRY2030」を策定いたしました。詳細は、2024

年11月６日に公表いたしました「中期経営計画策定に関するお知らせ」をご覧ください。

　コーポレートスローガン「ものづくりのための、モノづくり。」のもと、中期経営計画の推進を通じて、エンジニ

アリングによる産業社会・地域社会の発展に貢献するとともに、ひいては当社グループの持続的な成長および中長期

的な企業価値の向上に資するよう取り組んでまいります。

 

(5)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

 

(6)研究開発活動

　当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、25,845千円であります。また、当中間連結会

計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　なお、連結子会社においては、研究開発活動は特段行っておりません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行数

（株）
（2024年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,728,000 10,728,000
東京証券取引所

スタンダード市場

 

単元株式数100株

 

計 10,728,000 10,728,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2024年４月１日～

2024年９月30日
－ 10,728,000 － 885,320 － 1,475,320

 

（５）【大株主の状況】

  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

田辺工業取引先持株会 新潟県上越市大字福田20番地 991 9.47

有限会社ケイアンドアイ 東京都荒川区南千住6丁目37番9-2603号 860 8.21

株式会社第四北越銀行 新潟県新潟市中央区東堀前通7番町1071番地1 500 4.77

四月朔日義雄 千葉県千葉市若葉区 320 3.06

清原達郎 東京都港区 305 2.91

田辺よし江 東京都荒川区 302 2.89

田辺工業従業員持株会 新潟県上越市大字福田20番地 293 2.80

田辺商事株式会社 新潟県糸魚川市寺島2丁目3番18号 244 2.33

出頭久美子 新潟県新潟市中央区 221 2.11

合同会社ＴＮＢ 新潟県糸魚川市清崎2-2 220 2.10

計 － 4,259 40.69
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 260,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,459,100 104,591 －

単元未満株式 普通株式 8,400 － －

発行済株式総数  10,728,000 － －

総株主の議決権  － 104,591 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,600株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数26個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

田辺工業株式会社
新潟県上越市大字

福田20番地
260,500 － 260,500 2.43

計 － 260,500 － 260,500 2.43

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に

準じて記載しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。

EDINET提出書類

田辺工業株式会社(E00242)

半期報告書

 9/24



１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,290,904 5,067,164

受取手形・完成工事未収入金等 31,103,229 28,577,948

電子記録債権 833,393 517,633

未成工事支出金 99,038 120,521

その他の棚卸資産 ※１ 271,944 ※１ 232,050

その他 319,667 364,160

貸倒引当金 △3,171 △2,880

流動資産合計 35,915,007 34,876,599

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 8,310,852 8,608,535

機械、運搬具及び工具器具備品 5,735,715 6,019,598

土地 3,195,754 3,201,228

リース資産 399,140 333,157

建設仮勘定 449,297 350,974

減価償却累計額 △9,288,521 △9,613,200

有形固定資産合計 8,802,239 8,900,293

無形固定資産 206,168 197,539

投資その他の資産   

投資有価証券 431,419 326,813

繰延税金資産 773,881 776,141

その他 110,612 92,250

投資その他の資産合計 1,315,913 1,195,205

固定資産合計 10,324,321 10,293,038

資産合計 46,239,329 45,169,637
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 5,909,348 4,499,473

電子記録債務 7,548,839 6,407,722

短期借入金 ※２ 4,500,000 ※２ 3,200,000

リース債務 35,411 38,746

未払金 772,065 403,152

未払費用 451,251 404,405

未払法人税等 425,334 651,599

未成工事受入金 1,016,625 2,795,327

完成工事補償引当金 19,957 16,075

工事損失引当金 18,510 －

賞与引当金 1,290,234 990,477

役員賞与引当金 55,000 32,500

関係会社整理損失引当金 33,209 －

その他 129,250 255,134

流動負債合計 22,205,038 19,694,614

固定負債   

長期借入金 475,000 1,125,000

リース債務 77,952 34,278

長期未払金 130,000 130,000

退職給付に係る負債 717,770 724,324

固定負債合計 1,400,722 2,013,602

負債合計 23,605,761 21,708,216

純資産の部   

株主資本   

資本金 885,320 885,320

資本剰余金 1,475,320 1,475,320

利益剰余金 19,943,281 20,641,624

自己株式 △310,440 △310,495

株主資本合計 21,993,481 22,691,768

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 119,366 115,593

為替換算調整勘定 375,666 504,019

退職給付に係る調整累計額 137,554 142,517

その他の包括利益累計額合計 632,587 762,130

非支配株主持分 7,499 7,520

純資産合計 22,633,568 23,461,420

負債純資産合計 46,239,329 45,169,637
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 23,364,195 25,071,048

売上原価 19,556,922 20,856,055

売上総利益 3,807,273 4,214,992

販売費及び一般管理費 ※ 2,267,578 ※ 2,336,718

営業利益 1,539,694 1,878,274

営業外収益   

受取利息 893 1,814

受取配当金 4,444 5,457

受取地代家賃 22,947 23,922

受取賠償金 13,619 －

その他 17,476 28,241

営業外収益合計 59,381 59,436

営業外費用   

支払利息 3,970 15,035

コミットメントフィー 15,078 5,662

投資有価証券償還損 10,863 －

為替差損 513 2,671

その他 1,412 5,194

営業外費用合計 31,838 28,563

経常利益 1,567,238 1,909,147

特別利益   

固定資産売却益 1,876 1,828

投資有価証券売却益 17 8,457

特別利益合計 1,893 10,285

特別損失   

固定資産売却損 56 255

固定資産処分損 4,442 54,466

投資有価証券売却損 － 599

投資有価証券評価損 444 －

減損損失 － 15,235

特別損失合計 4,944 70,556

税金等調整前中間純利益 1,564,187 1,848,876

法人税等 533,635 627,555

中間純利益 1,030,552 1,221,321

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △6 △396

親会社株主に帰属する中間純利益 1,030,558 1,221,718
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益 1,030,552 1,221,321

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 37,618 △3,772

為替換算調整勘定 133,900 128,770

退職給付に係る調整額 17,539 4,963

その他の包括利益合計 189,058 129,961

中間包括利益 1,219,610 1,351,282

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 1,219,637 1,351,261

非支配株主に係る中間包括利益 △26 20
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 1,564,187 1,848,876

減価償却費 361,473 359,957

減損損失 － 15,235

貸倒引当金の増減額（△は減少） 642 △290

賞与引当金の増減額（△は減少） △410,071 △322,256

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,273 △3,945

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △5,409 △3,913

工事損失引当金の増減額（△は減少） － △18,510

受取利息及び受取配当金 △5,338 △7,272

支払利息 3,970 15,035

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － △35,108

投資有価証券売却損益（△は益） △17 △8,457

投資有価証券評価損益（△は益） 444 －

有形固定資産売却損益（△は益） △1,820 △1,572

有形固定資産除却損 3,869 54,466

売上債権の増減額（△は増加） △6,467,822 2,864,559

未成工事支出金の増減額（△は増加） △57,869 △21,482

棚卸資産の増減額（△は増加） 39,458 49,085

その他の流動資産の増減額（△は増加） 82,202 △38,822

仕入債務の増減額（△は減少） 1,137,314 △2,558,128

未成工事受入金の増減額（△は減少） △188,538 1,774,882

その他の流動負債の増減額（△は減少） 197,393 △469,967

その他 8,420 102,401

小計 △3,739,783 3,594,772

利息及び配当金の受取額 5,338 7,272

利息の支払額 △3,716 △16,126

法人税等の支払額 △488,804 △403,897

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,226,966 3,182,021

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △583,920 △262,391

有形固定資産の売却による収入 1,955 1,594

有形固定資産の除却による支出 － △45,271

無形固定資産の取得による支出 △9,978 △23,296

投資有価証券の取得による支出 △4,773 △1,647

投資有価証券の売却による収入 50,245 108,786

貸付金の回収による収入 214 250

その他 25,787 8,091

投資活動によるキャッシュ・フロー △520,470 △213,883

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,800,000 △1,501,655

長期借入れによる収入 － 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △200,000 △150,000

配当金の支払額 △426,519 △522,820

非支配株主からの払込みによる収入 8,323 －

自己株式の取得による支出 △303,420 △54

リース債務の返済による支出 △23,490 △79,531

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,854,893 △1,254,062
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  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 39,567 62,184

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,852,976 1,776,260

現金及び現金同等物の期首残高 6,174,237 3,290,904

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 3,321,260 ※ 5,067,164
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当中間連結会計期間において田工実業（上海）有限公司は清算結了により連結の範囲から除外しております。

 

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表に与える影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及

適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会

計期間の中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（中間連結貸借対照表関係）

※１　その他の棚卸資産の内訳

 
前連結会計年度
（2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

材料貯蔵品 271,944千円 232,050千円

 

※２　貸出コミットメント

　当社においては、運転資金の効率的な資金調達を行うため取引銀行３行と貸出コミットメント契約を締結し

ております。

　これら契約における貸出コミットメントに係る借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

貸出コミットメントの総額 6,000,000千円 6,000,000千円

借入実行残高 4,200,000 2,700,000

差引額 1,800,000 3,300,000
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（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2023年４月１日
　　至 2023年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
　　至 2024年９月30日）

従業員給料手当 533,248千円 522,869千円

賞与引当金繰入額 362,381 383,585

役員賞与引当金繰入額 32,500 32,500

退職給付費用 31,742 39,340

減価償却費 169,858 154,034

事業税 53,578 56,641

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

現金及び預金勘定 3,321,260千円 5,067,164千円

現金及び現金同等物 3,321,260 5,067,164

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

　　配当金支払額

 
    （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年6月28日

定時株主総会
 普通株式 428,036 40.0 2023年3月31日 2023年6月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

　　配当金支払額

 
    （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年6月26日

定時株主総会
 普通株式 523,375 50.0 2024年3月31日 2024年6月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2023年４月１日 至2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 設備工事事業 表面処理事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 22,717,550 597,753 23,315,304 48,891 23,364,195

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 22,717,550 597,753 23,315,304 48,891 23,364,195

セグメント利益又は損失

（△）
2,112,088 △30,545 2,081,543 △5,307 2,076,236

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業等でありま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 2,081,543

「その他」の区分の利益 △5,307

全社費用（注） △536,541

中間連結損益計算書の営業利益 1,539,694

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自2024年４月１日 至2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 設備工事事業 表面処理事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 24,342,696 650,941 24,993,637 77,410 25,071,048

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 24,342,696 650,941 24,993,637 77,410 25,071,048

セグメント利益又は損失

（△）
2,537,016 △24,351 2,512,664 △63,860 2,448,804

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業等でありま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 2,512,664

「その他」の区分の利益 △63,860

全社費用（注） △570,529

中間連結損益計算書の営業利益 1,878,274

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「その他」セグメントにおいて、鋳造用工業炉事業からの撤退を決定したため、当中間連結会計期間に

おいて、当該事業用資産について、減損損失を15,235千円計上しております。

 

（金融商品関係）

　著しい変動はありません。

 

（有価証券関係）

　　　　著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　重要なデリバティブ取引はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　　至　2023年９月30日）

     （単位：千円）

 
報告セグメント その他

合計
設備工事事業 表面処理事業 計 (注１)

産業プラント設備工事(注２) 10,903,983 － 10,903,983 － 10,903,983

設備保全工事 4,989,271 － 4,989,271 － 4,989,271

電気計装工事 3,764,208 － 3,764,208 － 3,764,208

メカトロニクス(注２) 1,408,119 － 1,408,119  1,408,119

送電工事 1,054,738 － 1,054,738 － 1,054,738

管工事 597,228 － 597,228 － 597,228

表面処理事業 － 597,753 597,753 － 597,753

その他 － － － 48,891 48,891

顧客との契約から生じる収益 22,717,550 597,753 23,315,304 48,891 23,364,195

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 22,717,550 597,753 23,315,304 48,891 23,364,195

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業等であります。

２．前中間連結会計期間まで産業プラント設備工事に含めていたメカトロニクスを前連結会計年度末から独立

　　して表記していることから、前中間連結会計期間の数値を変更後の区分に組み替えております。

 

当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　　至　2024年９月30日）

     （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

設備工事事業 表面処理事業 計

産業プラント設備工事 11,600,179 － 11,600,179 － 11,600,179

設備保全工事 4,991,168 － 4,991,168 － 4,991,168

電気計装工事 4,950,388 － 4,950,388 － 4,950,388

メカトロニクス 963,289 － 963,289 － 963,289

送電工事 1,320,948 － 1,320,948 － 1,320,948

管工事 516,722 － 516,722 － 516,722

表面処理事業 － 650,941 650,941 － 650,941

その他 － － － 77,410 77,410

顧客との契約から生じる収益 24,342,696 650,941 24,993,637 77,410 25,071,048

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 24,342,696 650,941 24,993,637 77,410 25,071,048

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業等であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

   １株当たり中間純利益 96円92銭 116円72銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 1,030,558 1,221,718

普通株主に帰属しない金額（千円） －  

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

（千円）
1,030,558 1,221,718

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,633 10,467

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　 該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

 2024年11月12日

田辺工業株式会社

取締役会　御中
 

EY新日本有限責任監査法人

新潟事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大屋　浩孝

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　顕

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田辺工業株式会

社の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、田辺工業株式会社及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・ 中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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